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のは，79例中， E段脱療法45例， lf,f逮療法34例，外に縦 ，
隅洞腫療の摘出1例があり，死亡例は1{?ljもなく時々
前足な経過をとって居る．その中表題の2例に就き，
次の様な結論を得Tこ．開胸手掛Jの後では，腹部及び胸
部の迷走神経異常興奮を来たすと云う事実に主主き，開
胸術の前後を通じ，合併症としての急＼＇t：生胃拡張に注目
し術後の食事の摂取等には充分の注意をJょう必要があ ’
ること，叉鴨息恵三首に対する肺侵裂は，大発作を誘発す
る危険があるから，充分の注意を弘う必要のある惑を
吾々の経験より強調し度い．又この際副交感神経遮断
到！の使用は試みるべさ方法と考える．以止に就き多少
の文献的考察を加えた．
追加麻田
胸部大手術後には一般にカリウム欠乏症がおとり，
これにより目鉱張症状が出ることが多い．かLる際に
担塩化カリを perosに与える4＼により，直に治癒しう
るものであることをわれわれはしばしば経験している
カリワム欠乏症は EKG＇により容 易に診断しうるので
術後に EKGを適時おとりになる事をおすLめする．
第2w1Jは皮下気腫カ喋現したことから気管支獲がお
こったと考うぺさである．気管支援の予防としては，
気管支造影で切断部位気管支の結妓性変化なき事をた
しかめた後（化学療法を充分に符った後）或は変化の
みとめられなし、気管支の部佼で，切除を行う惑が要請
と恩う．
(8）先天性榛尺骨癒着症の 1治験例
山田栄，中脇正美
Lerioireが1827年に発見し Sandifortにより臨床
的に先夫性国外運動障碍として初めて記載した，稀な
疾患で，我々は2才の女子の右前腕骨に， X線像で確
め得た先天性撰尺骨癒着症の1例に遭遇し，之に癒着
部の剥勝後に生筋膜挿入並に獲尺骨の骨切り術を施行
して能動囲外運動性を得た．
質問吉峰
生筋膜を使用されて，J.K.膜等使用する時の如き
Reizerscheinung の有無．廻内，廻外運動が~正常に
近くなる潟の後僚主主について，及びその期間等につい
てお前いしたい．
＠）結様性副畢丸炎と誤れる多房性副畢
丸嚢胞の 1例
福島浩三
副暴丸疾患中その約半数を占めるものは結後性副皐
丸炎ですが，これと術前緩別診断困難にして摘出瞳
癌の病理組織学的検索の結巣副皐丸頭部に存在した約
小指頭大の多房性褒胞で・あった1例を経験したので，
症例報告を兼ねて確定的診断を下すに到るまで・の臨床
並びに病理組織学的所見を報告，その形成に関して簡
単なる考察を試みた．
質問田辺賀啓
本症例の手術時に於ける暴丸の所見は如何，今後斯
かる例に畢丸易lj出術を符うことの可谷に就いて演為の
考え如何．
自助癌細胞を発見せる Elephantiasis
Gastrointestinalis の 2f§~
景山直樹，仲間清倫，横田彰
我々は以前南病舎で経験じ，一昨年京都外科集談会
で発表した ElephantiasisGastrointestinalis 2例の
切除標本を後日再検査した結果癌幸則包を認めたので報
告した．市して両例共漫性腸狭窄症状で来院したが，
胃腐の大腸転移による大腸の象皮病様変化に由るもの
である事が考えられる例であった．
この前例は次の2点から興味ある例と思う．
1) 従来胃癌の斯くの主~Iき大腸転移の報告例は認め
られないので，特殊な転移形式であると思5.
2) 従来慢性炎症性趨携に象皮病様変化のある事は
認められていたが，腫媒性の者の報告は見られない・従
って今後斯くの如き大腸の象皮病様変化を認めた場合
腫蕩性のものもある事を念頭に置く事が必要と思う．
ω 内分泌失調に基因せる肥昨症の 1例
井戸信一
2才6ヶ月の女子．体質問.5kg，身長 99cm.原因
不明であった．視床下部らしくもあり，副宵皮資性ら
し〈 もあeった．
